
委 長 い つ石上千博 員 あ さ

第
98
回
定
期
大
会

台風10号接近する中、対面とウェブ併用で開催

秋季・確定闘争、衆院解散・総選挙
2025春闘と参議院選挙勝利へ

石
上
千
博
委
員
長
の
中
央
執

行
委
員
会
を
代
表
し
て
の
あ
い

さ
つ
（
下
段
囲
み
）、
芳
野
友

子
連
合
会
長
、
立
憲
民
主
党
の

泉
健
太
代
表
、
国
民
民
主
党
の

玉
木
雄
一
郎
代
表
、
千
葉
市
の

神
谷
俊
一
市
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
来
年
の
参
議
院
選
挙
の

組
織
内
候
補
と
し
て
自
治
労
が

推
薦
し
て
い
る
岸
ま
き
こ
参
議

院
議
員
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

岸
ま
き
こ
議
員
は
、
自
治
体

の
給
食
職
場
を
訪
問
し
た
経
験

に
触
れ
、「
な
ぜ
こ
の
仕
事
が

重
要
か
、
ど
ん
な
思
い
で
働
い

て
い
る
か
、
皆
さ
ん
の
現
場
の

声
を
国
政
に
届
け
続
け
る
こ
と

が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
引
き

続
き
が
ん
ば
っ
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

報
告
事
項
は
、
本
部
か
ら
2

0
2
4
年
度
の
運
動
の
総
括
、

一
般
活
動
経
過
報
告
、
2

0
2
4
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告
、
自
治
労
共
済

推
進
本
部
事
業
活
動
報
告

の
各
報
告
が
あ
っ
た
（
2

面
参
照
）。
質
疑
・
討
論

で
は
24
県
本
部
・
24
人
の
代
議

員
か
ら
発
言
が
あ
り
、
本
部
答

弁
の
後
、
全
体
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
第
1

号
議
案
「
当
面
の
闘
争
方
針

（
案
）」、
第
2
号
議
案
「
2
0

2
5
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
予
算
（
案
）」、
第
3
号
議
案

「
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
案
）」、
第
4
号
議
案
「
第
99

回
定
期
大
会
（
2
0
2
5
年
基

本
年
大
会
）
開
催
地
の
内
定
に

つ
い
て
（
案
）」
の
4
本
（
2

面
参
照
）。
質
疑
討
論
で
は
、

43
県
本
部
43
人
が
発
言
し
た
。

い
ず
れ
の
議
案
も
圧
倒
的
多
数

の
賛
成
で
可
決
・
決
定
さ
れ
た

（
2
〜
3
面
に
質
疑
・
討
論
、

本
部
答
弁
概
要
）。
役
員
選
挙

で
は
青
年
部
長
に
松
長
拓
朗
さ

ん
（
仙
台
市
働
く
連
）、
監
査

た
か
お

委
員
に
木
幡
誉
郎
さ
ん
（
宮
城

県
本
部
）
が
信
任
さ
れ
た
。

最
後
に
石
上
委
員
長
が
、

「
目
の
前
の
秋
季
・
確
定
闘
争

に
続
い
て
衆
院
解
散
・
総
選
挙

が
想
定
さ
れ
る
。
久
し
ぶ
り
に

自
民
党
を
過
半
数
割
れ
に
追
い

込
む
チ
ャ
ン
ス
だ
。
そ
の
後
に

は
、
2
0
2
5
春
闘
、
7
月
に

は
参
議
院
選
挙
闘
争
が
あ
る
。

全
力
で
た
た
か
い
、
来
年
の
栃

木
で
の
大
会
に
成
果
を
持
ち
寄

ろ
う
」
と
述
べ
、
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
締
め
く
く
っ
た
。

岸まきこ参議院議員

自
治
労
は
8
月
29
〜
30
日
、
千
葉
市
で
第
98
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。「
中
間
年
大
会
」

と
し
て
開
か
れ
た
こ
の
大
会
に
は
、
台
風
10
号
が
接
近
す
る
中
、
全
国
か
ら
お
よ
そ
1
3
0

0
人
の
代
議
員
・
傍
聴
者
が
参
加
。
2
0
2
4
年
度
の
運
動
の
総
括
、「
当
面
の
闘
争
方
針

（
案
）」
な
ど
、
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
報
告
・
議
案
を
可
決
・
決
定
し
た
。
ま
た
役
員
選
挙

が
行
わ
れ
、
新
青
年
部
長
に
松
長
拓
朗
さ
ん（
仙
台
市
働
く
連
）を
選
出
し
た
。
大
会
に
は
、

来
年
の
第
27
回
参
議
院
選
挙
で
の
再
選
を
め
ざ
す
自
治
労
組
織
内
議
員
・
岸
ま
き
こ（
立
憲
民

主
党
）も
駆
け
つ
け
、自
治
労
組
合
員
の
現
場
の
声
を
国
政
に
反
映
す
る
決
意
を
表
明
し
た
。

台風接近のため中途退出
した代議員の空席もちら
ほら。嵐を蹴散らす「団
結がんばろう」

豪雨による水害、地震など全国各地

で自然災害が頻発する中、現場の最前

線でご奮闘されている組合員の皆さん

に、改めて敬意と感謝を表します。

私からは4点申し上げます。1点目

は人事院勧告と自治体確定闘争です。

8月8日の人事院勧告で、月例給の引

き上げ水準が32年ぶりに2％を超えた

ことは、2024春闘における民間労組の

懸命な交渉による成果が勧告に反映さ

れたものです。私たち自治労が連合春

闘に結集し、民間労組とともにたたか

う意義が改めて証明されました。

引き続き、地方の自主的な給与決定

の尊重を求め、総務省や国会対策を強

化します。

最大のたたかいは秋の自治体確定闘

争であり、すべての単組の確定闘争へ

の結集と精力的な交渉をお願い申し上

げます。

2点目は、運動の活性化と組織強化

についてです。職員が安心して働ける

職場環境の整備や人員確保は、良質な

公務・公共サービスの提供に欠かせま

せん。懸命に働く組合員の悩みや課題

に耳を傾け、受け止め、ともに解決し

ていくのが労働組合の大きな役割であ

り、これを認識した上での日々の活動

展開が必要です。

組合員の組合活動への理解と参加を

はかり、全体での運動の底上げにつな

げていくことを、改めて今大会で確認

したいと思います。

3点目は、政治情勢についてです。

岸田首相が自民党総裁選への不出馬を

表明しましたが、「政治とカネ」をめ

ぐる問題で自民党には政権を担う資格

がないことは明らかです。政権交代を

めざし、連合方針でも示されたよう

に、自民党に代わる政治勢力の結集に

むけた核となること、働く者のための

政策実現のため連携していくことを、

立憲民主党や国民民主党の両党に強く

求めておきたいと思います。

最後に、来年の参議院選挙に向けた

取り組みについてです。岸まきこ参議

院議員を再び国政の場に送り出すた

め、一人ひとりが岸まきこの名前と想

いを広げていただくことをお願い申し

上げます。

自治労運動の強化にむけ一歩前に出

る、その先頭に立ち全力で取り組むこ

とをお誓い申し上げ、ごあいさつとさ

せていただきます。

組合員の悩みや課題受け止め
ともに解決していくのが労組
役割を意識した活動展開を

ご意見
フォーム自治労HP

新
青
年
部
長
に
松
長
拓
朗
さ
ん（
仙
台
市

働
く
連
）を
選
出

現
場
の
声
を
組
織
内
参
院
議
員
・
岸
ま
き
こ
に
託
そ
う
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自治労ホームページ
組合員限定ページ
「自治労通信」も読めます

自治労通信
９月号ラインナップ

①【特別企画】
　どうする？若手自治体職員の早期離職

②地方財政入門（第5回）

③機関紙教室：記事（文章）の書き方

④流体碩学　
　地方からの「女性流出」を考える

議案をめぐる討論では43県本部43人の代議員が発言。全職員の賃金引き上げを獲
得する秋季・確定闘争の推進、人員確保と現業・公企統一闘争の取り組み、新規
採用職員・高年齢層職員の組合加入などで質疑・討論を行った。また、秋に予想
される衆議院選挙、来年の参議院選挙での岸まきこ勝利への決意を固めた。

■
一
般
活
動
経
過
報
告

2
0
2
4
年
度
運
動
の
総
括

伊
藤

功

書
記
長

代
議
員
の
発
言
時
間
を
保
障

す
る
た
め
、
経
過
報
告
は
お
読

み
取
り
願
い
、
運
動
の
総
括
の

中
の
、
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

の
第
2
次
闘
争
に
む
け
た
課
題

に
つ
い
て
提
起
す
る
。

人
員
確
保
を
課
題
に
、
自
治

体
が
採
用
計
画
を
策
定
す
る
前

段
で
の
交
渉
が
必
要
だ
。
産
別

統
一
闘
争
に
結
集
す
る
意
義
を

再
確
認
し
た
い
。

統
一
基
準
日
に
結
集
す
る
た

め
県
本
部
は
単
組
の
要
求
書
提

出
日
、交
渉
状
況
、妥
結
内
容
を

把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

妥
結
内
容
は
協
約
化
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。
県
本
部
は
単
組

の
規
約
点
検
と
整
備
を
進
め

る
。
重
点
課
題
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
好
事
例
の
発
信
、
共

有
を
強
化
す
る
。

■
2
0
2
4
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
報
告

榎
本
朋
子

書
記
次
長

正
味
財
産
は
1
億
5
9
0
4

万
円
増
。
専
門
局
費
執
行
率
が

前
年
度
を
上
回
っ
た
。
能
登
半

島
地
震
災
害
支
援
の
特
別
カ
ン

パ
を
実
施
し
た
。

■
監
査
報
告

小
川

純

監
査
委
員
長

自
治
労
本
部
の
業
務
、
決
算

関
係
書
類
お
よ
び
付
属
明
細
書

か
ら
、
会
計
執
行
は
適
切
で
あ

る
と
認
め
る
。

■
自
治
労
共
済
推
進
本
部

事
業
活
動
報
告

安
東
啓
介

事
務
局
長

2
0
2
3
年
度
事
業
目
標
に

一
部
未
達
成
が
あ
っ
た
。
今

後
、
予
定
付
加
掛
金
実
績
1
0

2
億
6
千
万
円
の
維
持
・
拡
大

に
取
り
組
む
。

伊藤 功 書記長

新しい青年部長に

松長拓朗さん
報 告

統
一
闘
争
に
結
集
す
る
意
義

再
確
認
し
交
渉
の
推
進
図
ろ
う

大会1日目に行われ

た役員選挙では、中央

執行委員候補（青年部
まつ なが たく ろう

長）に松長拓朗さんが

立候補。投票の結果、

圧倒的多数で信任され

た。松長さんは決意表

明で「青年自身が職

場、社会の課題を自分

事と捉え、一歩前に踏

み出せる青年を1人で

も多く」と話した。

岸まきこ応援団。「私がやらねば誰がやる！」

新規加盟組合の代表者が登壇（2面下段に加盟組合
の一覧）

質
疑
・
討
論

■
第
1
号
議
案

秋
季
・
確
定
闘
争
の
賃
金
課

題
に
つ
い
て
、
特
に
多
く
の
代

議
員
の
発
言
が
あ
っ
た
。

「
全
世
代
が
働
く
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
で
き
る
賃
金
水

準
の
確
保
を
」「
中
高
年
層
の

賃
金
カ
ー
ブ
の
改
善
を
」（
福

島
・
群
馬
・
埼
玉
・
神
奈
川
・

富
山
・
広
島
）の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
人
勧
制
度
の
あ

り
方
に
関
わ
り
、
民
間
調
査
の

比
較
企
業
規
模
の
見
直
し
を
求

め
る
発
言（
神
奈
川
・
岡
山
）、

公
務
員
制
度
改
革
と
自
律
的
労

使
関
係
の
確
立
の
展
望
に
つ
い

て
問
う
意
見（
山
形
）が
あ
っ
た
。

地
域
手
当
の
大
く
く
り
化
に

つ
い
て
、「
人
材
確
保
対
策
の

た
め
の
省
庁
対
策
を
求
め
る
」

（
秋
田
・
茨
城
・
埼
玉
・
神
奈

川
・
岐
阜
・
三
重
・
和
歌
山
・

長
崎
）、「
地
方
独
自
の
措
置
に

対
す
る
特
別
交
付
税
の
減
額
措

置
の
撤
廃
の
た
め
、
総
務
省
対

策
の
強
化
を
」な
ど
、
多
く
の

代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

扶
養
手
当
の
見
直
し
に
関
し

て
も
、
制
度
廃
止
に
慎
重
な
対

応
を
求
め
る
意
見（
岩
手
・
神

奈
川
・
福
井
・
高
知
・
大
分
・

鹿
児
島
）が
あ
っ
た
。

通
勤
手
当
の
改
善
に
つ
い

て
、
新
幹
線
通
勤
に
限
ら
ず
、

交
通
用
具
利
用
者
等
へ
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見（
和
歌
山
・

岡
山
・
鹿
児
島
）、
寒
冷
地
手

当
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
支

給
地
を
抱
え
る
北
海
道
、
岩
手

か
ら
取
り
組
み
の
報
告
と
対
策

強
化
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ

た
。再

任
用
職
員
の
処
遇
改
善
に

関
し
、
正
規
職
員
と
同
じ
一
時

金
の
支
給
月
数
確
保
に
む
け
た

取
り
組
み
を
求
め
る
意
見（
新

潟
・
東
京
・
山
梨
・
佐
賀
）、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
、

4
月
遡
及
改
定

の
財
源
確
保

（
広
島
・
鹿
児

島
）、
雇
用
年

限
撤
廃
な
ど
の

意
見（
東
京
・
長
崎
）が
あ
っ

た
。
社
保
労
連
か
ら
は
、
契
約

社
員
の
処
遇
改
善
の
取
り
組
み

と
課
題
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ

れ
た
。

人
員
確
保
に
つ
い
て
、
非
常

時
対
応
を
想
定
し
た
人
員
確
保

（
静
岡
・
石
川
・
佐
賀
・
大

分
）、
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

の
推
進（
青
森
・
山
口
）に
つ
い

て
発
言
が
あ
っ
た
。

組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て

は
、
組
合
員
数
の
減
少
に
関
し

て
危
機
感
に
満
ち
た
発
言
が
多

く
あ
っ
た
。
役
員
だ
け
で
な

く
、
若
年
層
を
は
じ
め
と
す
る

組
合
員
全
体
の
学
習
、
知
識
の

醸
成
か
ら
、
多
く
の
人
が
参
加

す
る
組
合
運
動
の
構
築
を
進
め

て
い
く
こ
と
の
重
要
性（
宮

城
・
栃
木
・
香
川
・
福
岡
）、

早
期
退
職
者
対
策（
福
井
・
長

崎
）、
高
年
齢
層
職
員
の
組
合

加
入
の
取
り
組
み（
群
馬
・
熊

本
）、
新
規
採
用
職
員

の
加
入
対
策
を
進
め
る

上
で
「
成
果
を
出
し
て

い
る
県
本
部
・
単
組
の

好
事
例
共
有
を
」（
東

京
・
宮
城
）、
大
学
・

高
校
等
で
の
寄
付
講
座
の
拡
充

（
栃
木
・
福
岡
）、
署
名
行
動
を

通
じ
た
組
織
強
化（
徳
島
）、
担

い
手
育
成
の
推
進（
茨
城
・
栃

木
・
長
野
）、
脱
退
防
止
・
未

組
織
対
策
の
通
年
的
な
取
り
組

み（
静
岡
）、
競
合
組
織
対
策
の

強
化（
京
都
・
沖
縄
）な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
共
済
推
進
に
関
し
て

「
組
織
強
化
の
観
点
か
ら
青
年

層
に
積
極
的
に
共
済
加
入
を
進

め
て
い
る
。
定
年
延
長
者
に
対

し
て
も
組
織
化
と
あ
わ
せ
て
共

済
の
継
続
加
入
に
取
り
組
ん
で

い
る
」（
鹿
児
島
）と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
や

政
治
闘
争
で
も
多
く
の
発
言

そ
の
他
の
重
要
政
策
課
題
等

に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
再
編

に
つ
い
て
の
対
応（
滋
賀
）、
保

育
士
の
無
資
格
採
用
の
問
題
と

処
遇
改
善
に
つ
い
て
の
発
言

（
新
潟
）が
あ
っ
た
。
公
共
交
通

に
関
し
て
は
、「
経
営
難
を
理
由

に
公
営
交
通
で
も
縮
小
・
廃
止

の
動
き
が
あ
る
。
取
り
組
み
の

一
層
の
強
化
を
」（
鹿
児
島
）、

災
害
時
の
自
治
体
へ
の
国
の
支

援
策
強
化
の
提
言（
宮
崎
）が

あ
っ
た
。

核
ご
み
最
終
処
分
場
選
定
と

佐
賀
空
港
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
の
課
題
に
つ
い
て
の
発
言

（
佐
賀
）が
あ
っ
た
。

兵
庫
県
本
部
は
知
事
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
公
益
通
報
者
保
護

に
つ
い
て
報
告
。「
公
益
通
報

者
が
確
実
に
保
護
さ
れ
る
よ

う
、
制
度
の
実
効
性
を
高
め
る

取
り
組
み
を
」
と
訴
え
た
。

石
川
県
本
部
は
、
被

災
5
単
組
で
県
本
部
が

実
施
し
た
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
報

告
。
離
職
を
考
え
た
こ

と
が
あ
る
と
の
回
答
の

多
さ
に
触
れ
、「
人
員
確
保
と

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
、
カ
ス
ハ
ラ
対
策
強
化
に
力

を
入
れ
る
」
と
述
べ
た
。
山
梨

県
本
部
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
要

綱
の
策
定
、
相
談
窓
口
の
設

置
、
学
習
会
の
開
催
な
ど
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
と
啓
発
の

取
り
組
み
報
告
を
行
っ
た
。

島
根
県
本
部
か
ら
は
、
10
月

4
日
〜
5
日
に
開
催
の
地
方
自

治
研
究
全
国
集
会
へ
の
参
加
、

栃
木
県
本
部
か
ら
は
来
年
宇
都

宮
市
で
開
催
さ
れ
る
2

0
2
5
自
治
労
定
期
大

会
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
発
言
が
あ
っ
た
。

政
治
闘
争
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
来
年
7
月

参
議
院
選
挙
に
立
候
補
予
定
の

自
治
労
組
織
内
議
員
・
岸
ま
き

こ
の
支
持
拡
大
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
多
く
の
県
本
部
か
ら

発
言
が
あ
っ
た
。

「
来
年
の
参
議
院
議
員
選
挙

ま
で
1
年
を
切
っ
た
。
公
共

サ
ー
ビ
ス
職
場
の
声
を
反
映
さ

せ
、
誰
も
が
安
心
し
て
働
き
、

生
活
で
き
る
職
場
・
地
域
・
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
な

ぜ
自
治
労
が
組
織
内
国
会
議
員

擁
立
し
て
い
る
の
か
を
組
合
員

に
徹
底
的
に
周
知
し
、
圧
倒
的

勝
利
を
め
ざ
す
」（
北
海
道
）

を
は
じ
め
、
決
意
の
こ
も
っ
た

発
言
が
相
次
い
だ
。

秋
に
想
定
さ
れ
る
衆
院
解

散
・
総
選
挙
に
つ
い
て
も
、
組

織
内
候
補
の
擁
立
を
予
定
す
る

高
知
県
本
部
な
ど
か
ら
、
決
意

表
明
が
あ
っ
た
。

■
第
2
号
議
案

組
合
費
水
準
の
議
論
の
進
め

方
に
つ
い
て
、「
具
体
的
な
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す

と
と
も
に
、
本
部
が
実
施
し
て

い
く
べ
き
内
容
か
ど
う
か
と
い

う
観
点
も
含
め
て
検
討
し
て
ほ

し
い
」（
東
京
・
愛
知
・
大
分
・

鹿
児
島
）と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

秋
季
・
確
定
闘
争
の
前
進
を
バ
ネ
に

参
院
選
・
岸
ま
き
こ
の
勝
利
つ
か
も
う

仙台市働く連（宮城）出身。
1997年生まれ。2015年に仙台
市役所に入職。2020年に宮城
県本部青年部長、2022年より
仙台市で働く労働組合連合会
Ｕ－35部長

■
第
1
号
議
案

本
年
の
人
事
院
勧
告
で
一
定

程
度
全
世
代
の
賃
上
げ
は
実
現

し
た
が
、
中
高
年
齢
層
の
賃
金

に
は
課
題
が
あ
る
。
単
組
・
県

本
部
は
、
各
単
組
の
賃
金
ラ
イ

ン
を
把
握
・
分
析
し
、
運
用
改

善
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

「
60
歳
前
後
の
給
与
カ
ー
ブ

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
公
務

員
連
絡
会
と
連
携
し
対
策
を
進

め
る
。
人
勧
・
民
調
の
比
較
企

業
規
模
の
見
直
し
の
早
期
実
現

に
取
り
組
む
。

地
域
手
当
の
見
直
し
に
対

し
、
県
本
部
・
単
組
は
各
人
事

委
員
会
と
当
局
に
対
す
る
協

議
・
交
渉
を
本
格
化
さ
せ
る
。

ま
た
、
配
偶
者
に
か
か
る
扶

養
手
当
の
廃
止

を
人
事
委
員
会

に
勧
告
さ
せ
な

い
取
り
組
み
を

進
め
る
。

各
種
賃
金
課

題
の
改
善
に

は
、「
地
方
の

実
態
と
自
主
性

を
尊
重
し
た
給

与
制
度
」
の
実
現
が
不
可
欠
。

特
別
交
付
税
の
減
額
措
置
撤
廃

も
含
め
、
本
部
は
総
務
省
対
策

を
強
化
す
る
。

安
定
し
た
地
域
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
的
に
提
供
す
る
た
め

に
は
、
非
常
時
も
踏
ま
え
た
人

員
確
保
が
不
可
欠
。
単
組
は
、

職
場
点
検
の
結
果
や
前
年
度
の

超
過
勤
務
の
実
態
な
ど
も
踏
ま

え
必
要
な
人
員
を
算
出
し
、
具

体
的
な
人
員
増
を
当
局
に
求
め

る
。
本
部
は
地
方
財
政
計
画
の

給
与
関
係
費
の
増
額
な
ど
、
政

府
・
総
務
省
に
求
め
る
。

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
を
、

産
別
統
一
闘
争
と
し
て
展
開
す

る
。じ

ち
ろ
う
共
済
の
加
入
を
推

進
し
役
職
定
年
者
・
定
年
前
短

時
間
再
任
用
者
の
加
入
率
向
上

に
つ
な
げ
る
。
本
部
は
会
計
年

度
任
用
職
員
、
新
採
、
役
職
定

年
者
・
再
任
用
職
員
の
組
織
化

の
取
り
組
み
状
況
を
把
握
し
、

今
後
の
対
策
を
検
討
す
る
。

次
の
衆
議
院
総
選
挙
で
は

連
合
と
連
携
し
な
が
ら
自
治
労

の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
、
小
選
挙
区
で
勝
ち
抜
く
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

第
27
回
参
議
院
選
挙
で
は
自

治
労
の
政
策
実
現
の
た
め
、
岸

ま
き
こ
の
再
選
に
全
力
で
取
り

組
む
。

■
第
2
号
議
案

今
後
の
自
治
労
全
体
の
運
動

の
あ
り
方
に
関
す
る
方
向
性
を

示
し
な
が
ら
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
も
提
示
し
つ
つ

組
織
強
化
委
員
会
等
で
議
論
を

進
め
る
。「
組
合
費
引
上
げ
あ

り
き
」
の
議
論
は
行
わ
な
い
。

答 弁

産
別
を
貫
く
統
一
闘
争
の
展
開
で

全
世
代
の
賃
金
引
き
上
げ
確
保
へ

2
0
2
4
確
定
闘
争
で
は
5

つ
の
重
点
課
題
を
設
定
す
る
。

①
給
与
の
引
き
上
げ
改
定

②
「
給
与
制
度
の
整
備
」
へ
の

対
応
に
あ
た
り
賃
金
水
準
の
維

持
・
改
善
の
独
自
措
置

③
38
歳
4
級
到
達
め
ざ
し
た
在

級
期
間
の
短
縮

④
中
途
採
用
者
の
賃
金
改
善

⑤
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期

末
・
勤
勉
手
当
を
常
勤
同
様
に

す
る
こ
と
。
遡
及
改
定
の
実
施

「
1
単
組
1
要
求
」
に
取
り

組
み
、
具
体
的
な
運
用
改
善
に

む
け
労
使
交
渉
を
強
め
る
。

本
部
は
総
務
省
公
務
員
部
長

交
渉
を
実
施
し
、
不
当
な
労
使

介
入
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め

る
。公

務
員
の
労
働
基
本
権
の
回

復
に
む
け
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
指
摘
を

受
け
止
め
、
自
律
的
労
使
関
係

制
度
の
具
体
的
措
置
の
検
討
・

協
議
を
政
府
に
対
し
求
め
る
。

能
登
半
島
地
震
の
被
災
自
治

体
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
な
ど
、
支
援
を
強
め
る
。

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
（
第

2
次
闘
争
）
を
、
人
員
確
保
を

中
心
課
題
と
し
て
10
月
18
日
を

基
準
日
に
取
り
組
む
。

10
月
4
日
か
ら
の
「
し
ま
ね

自
治
研
」
の
成
功
に
む
け
て
取

り
組
む
。
安
心
・
信
頼
の
社
会

保
障
制
度
と
公
共
交
通
の
確
立

に
む
け
て
関
係
評
議
会
を
軸
に

政
党
・
省
庁
対
策
、
連
合
等
と

の
連
携
を
進
め
る
。

衆
議
院
の
解
散
・
総
選
挙
の

情
勢
を
注
視
し
、
連
合
と
の
連

携
を
基
本
に
自
治
労
の
主
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
。
第
27

回
参
議
院
選
挙
に
む
け
、
岸
ま

き
こ
の
後
援
会
加
入
や
周
知
活

動
を
進
め
る
。

新
規
採
用
職
員
、
高
齢
層
職

員
の
組
合
加
入
に
取
り
組
む
。

共
済
運
動
の
推
進
の
た
め
11

月
に
「
第
10
回
じ
ち
ろ
う
全
国

共
済
集
会
」
を
開
催
す
る
。

木村ひとみ 副委員長

答弁する木村副委員長

第1号議案

■
当
面
の
闘
争
方
針
（
案
）

秋
季
・
確
定
闘
争
で
の
賃
金
改
善

衆
院
解
散
・
総
選
挙
の
情
勢
注
視

第2号議案

■2025年度一般会計・
特別会計予算（案）

基本的な考え方を、一般会計
の単年度収支の均衡＝組合費収
入の範囲内の運動の再構築と、
ウェブ会議等を活用した新たな
運動スタイルの実践とする。
登録組合員数は前年度から1

2，617人（1．8％）減少している。
現在の本部財政は、組合費収入
の不足分を繰越金で補填してい
る状況にある。
一刻も早く収入の範囲内での
支出構造に近づけることが必要

だ。運動・体制のあり方と組合
費水準の議論を、産別全体で加
速させる。

■規程の一部改正について（案）
本部職員の定年延長にともな
い、役職員賃金規程と退職金規
程の一部を改正する。
■第99回定期大会開催地の

内定について（案）
2025年度の定期大会（基本年
大会）の開催地を、栃木県・宇
都宮市とする。

榎本朋子 書記次長

2025年度一般会計・
特別会計予算（案）
第3号議案
規程の一部改正に
ついて（案）

第4号議案
第99回定期大会（2025年基本年大会）
開催地の内定について（案）

単 組

加入人数

29人
50人
72人
28人
86人
692人
18人

1，050人
21人
6人

支部・評議会等

加入人数

30人

2人

36人

62人
12人

合計 10単組2，052人 5支部等142人

単組名

ふくし保育園ユニオン
のぞみの郷ユニオン
大垣競輪労働組合
LADGW労働組合
東大阪アクア労働組合
クリアウォーターOSAKA労働組合
藤井寺市柏原市学校給食組合労働組合
岡山済生会総合病院従業員組合
自治労香川県広域水道企業団労働組合
沖縄産業振興センター職員労働組合

支部・評議会等名

全国一般岡山地方労働組合 日本チャンキー労
働組合
勝浦町職員組合 会計年度任用職員部会
全国一般大分地方労働組合 玖珠町社会福祉
協議会労働組合
大和村職員労働組合 会計年度任用職員協議会
全国一般鹿児島地方労働組合 宮上病院分会

県本部

東 京
東 京
岐 阜
京 都
大 阪
大 阪
大 阪
岡 山
香 川
沖 縄

県本部

岡 山

徳 島

大 分

鹿児島
鹿児島

2024年度新規加盟組合

・・・・2024年9月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2375号（２）・・・・2024年9月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2375号（３）



第40回地方自治研究全国集会（10月4～5日・島根） 予告編 ③

自治研は若手職員の学びの場
活動通して職場課題へアプローチ

集
会
実
施
に
あ
わ
せ
て
、
地
方
自
治
・
住
民
自
治
に
関
す
る
レ
ポ
ー

ト
・
論
文
を
全
国
か
ら
募
集
。そ
の
中
か
ら「
県
庁
内
保
育
所
の
開
設
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
展
開
し
た
島
根
県
職
連
合
・
ユ
ー
ス
部
に
注
目
し
た
。

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ

て
く
れ
た
の
は
、
島
根
県
職
連あい

合
・
副
執
行
委
員
長
の
瀬
川
愛

か佳
さ
ん
、
入
庁
2
年
目
の
渡
部

ま

よ

も
え
か

万
葉
さ
ん
と
細
木
萌
花
さ
ん
。

「
島
根
県
は
東
西
に
長
く
、
職

員
の
異
動
が
広
範
囲
に
及
ぶ
。

保
育
所
の
申
込
み
後
す
ぐ
に
は

保
育
園
入
所
が
認
め
ら
れ
ず
、

決
ま
る
ま
で
引
っ
越
し
が
ま
ま

な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
」
と
瀬
川

さ
ん
。
職
員
の
子
育
て
不
安
を

解
消
す
る
た
め
の
対
策
と
し

て
、
県
庁
内
保
育
所
の
開
設
を

テ
ー
マ
に
自
治
研
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

必
要
な
の
は「
病
児
保
育
」

保
育
所
設
置
以
外
の
要
望
も

現
状
把
握
の
た
め
、
組
合
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
呼
び
か

け
、5
0
1
人
の
回
答
を
集
計
。

「
選
択
肢
を
場
合
分
け
で
細
か

く
設
定
し
、
集
計
時
に
傾
向
を

分
析
で
き
る
よ
う
に
し
た
」
と

渡
部
さ
ん
は
話
す
。

「
県
職
員
の
仕
事

と
育
児
を
両
立
す
る

上
で
、
庁
舎
内
に

あ
っ
た
ら
便
利
だ
と

思
う
サ
ー
ビ
ス
は
次

の
う
ち
ど
れ
か
」
の
問
い
に
対

し
て
、
全
体
で
は
「
常
時
保

育
」
の
割
合
が
最
も
高
く
47
・

5
％
。
次
に
「
病
児
保
育
」

19
・
7
％
、「
一
時
保
育
」
12
・

3
％
と
続
く
が
、
こ
の
設
問
を

「
子
ど
も
あ
り
・
女
性
」
に
限

る
と
「
常
時
保
育
」
よ
り
も
「
病

児
保
育
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
が
1
・
5
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

「
常
時
保
育
」
と
回
答
し
た
割

合
が
最
も
高
い
の
が
「
子
ど
も

な
し
・
男
性
」
で
あ
る
こ
と
も

分
か
っ
た
（
左
表
）。

細
木
さ
ん
は
、「
集
計
結
果

か
ら
、
子
の
看
護
休
暇
の
日
数

が
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
保
育
所
設
置
に
限
ら
ず
、

子
ど
も
が
い
る
職
員
に
対
し
て

県
庁
の
駐
車
場
利
用
を
許
可
し

て
ほ
し
い
と
の
声
も
。
多
様
な

要
望
か
ら
、
自
分
に
は
な
い
新

た
な
着
眼
点
が
得
ら
れ
、
こ
こ

か
ら
要
求
や
制
度
見
直
し
に
つ

な
げ
て
い
け
た
ら
」
と
話
す
。

今
回
の
活
動
を
通
じ
て
、
課

題
の
現
状
把
握
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
い

う
流
れ
を
経
験
で
き
た
こ

と
が
大
き
な
収
穫
、
と
2

人
は
振
り
返
る
。「
研
究

活
動
は
大
学
の
卒
論
以

来
。
こ
の
経
験
を
地
域
課

題
の
解
決
に
も
活
か
し
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

し
ま
ね
自
治
研
は
、
各

自
治
体
の
職
場
課
題
、
地

域
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
学
べ
る
絶
好
の
機
会
。

「
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を

得
た
い
」
と
瀬
川
さ
ん
も

意
気
込
む
。
現
場
で
活
用

で
き
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持

ち
帰
っ
て
ほ
し
い
。

今年集まった自治研
レポートは、全部で
155本。10月2日（水）
に自治研HPに全レ
ポートを掲載予定→

（左から）渡部さん、細木さ
ん、瀬川さん。活動はユース部
有志7人で実施。アンケート集
計のほか、松江市職員へのヒア
リング調査も行い、現職の声に
耳を傾けた

第
40
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
（
10
月
4
〜
5
日
・
島
根
）

予
告
編

④

「
自
治
研
セ
ッ
シ
ョ
ン
」た
だ
今
準
備
中

災
害
時
の
簡
易
ト
イ
レ
を
疑
似
体
験

「
し
ま
ね
自
治
研
」
全
体
集
会
の
メ
イ
ン

は
「
自
治
研
セ
ッ
シ
ョ
ン
」。「
1
％
の
仕
事

か
ら
考
え
る
。
課
題
が
価
値
に
変
わ
る
と

き
」
が
テ
ー
マ
。
時
代
と
と
も
に
変
容
す
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
題
材
に
、
そ
の
「
自
治
研

的
解
決
」
を
考
え
る
。
自
治
研
集
会
の
「
目

玉
」
企
画
だ
。

自
治
労
は
そ
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
討
議
素
材
を
提
供
す
る
リ

ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
�
前
田
真
さ
ん
（
自
治
労

東
大
阪
）
を
講
師
に
8
月
2
日
、「
災
害
時

の
簡
易
ト
イ
レ
講
習
会
」
を
埼
玉
県
・
川
口

オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
で
開
い
た
。

前
田
さ

ん
の
業
務

は
し
尿
の

く
み
取

り
。
水
洗

ト
イ
レ
の

普
及
率
は
99
％
。
ま
さ
に
「
1
％
の
仕
事
」

だ
。
各
地
で
災
害
が
相
次
ぎ
、
水
洗
ト
イ
レ

が
使
え
ず
避
難
所
の
生
活
が
困
難
に
直
面
す

る
事
態
を
見
て
、「
水
洗
ト
イ
レ
は
災
害
時

に
は
使
え
な
い
。『
く
み
取
り
』
こ
そ
が
必

要
」
と
考
え
た
前
田
さ
ん
。
防
災
士
と
防
災

ト
イ
レ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
取
得
し
、

各
地
で
講
演
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

会
場
の
川
口
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
は
、
災
害

時
の
一
時
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
競

走
労
働
者
は
、
災
害
時
に
は
避
難
者
の
ト
イ

レ
の
お
世
話
を
す
る
役
目
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
て
、
う
ま
く
対
応
で
き
る
の
か
？

こ
の
講
習
会
で
の「
ト
イ
レ
の
プ
ロ
」に
よ

る
指
南
の
様
子
の
映
像
は
、「
し
ま
ね
自
治

研
」
で
の

セ
ッ
シ
ョ

ン
で
披
露

さ
れ
る
。

講
師
の
前
田
真
さ
ん
（
写

真
右
）。「
模
擬
し
尿
」
を

凝
固
剤
で
固
め
る
埼
玉
競

走
労
組
の
仲
間
（
上
）

現
代
の
推
理
小
説
の
作
者
と
い
う
の
は
、

相
当
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
（
は
ず
だ
）。
推

理
小
説
は
、
す
で
に
多
く
の
作
品
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
。
数
え
た
人
は
い
な
い
よ
う
だ

が
1
0
0
万
を
越
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
極
め
て
突
飛
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
作

ら
な
け
れ
ば
二
番
煎
じ
と
な
っ
て
し
ま
う
。

突
飛
な
ス
ト
ー
リ
ー
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
れ
と
同
様
に
重
要
な
の
が
、
主
人
公

像
だ
。
金
田
一
耕
助
だ
っ
た
り
、
湯
川
学（
ガ

リ
レ
オ
シ
リ
ー
ズ
）
だ
っ
た
り
、
個
性
的
な

天
才
は
、
す
で
に
ワ
ン
サ
カ
と
居
る
。
そ
れ

ら
と
も
、
完
璧
に
、
異
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
作
品
の
主
人
公
は
、
一
年
生
の
女
子

高
生
。
こ
の
設
定
は
、
あ
り
き
た
り
だ
。
な

の
で
、
よ
ほ
ど
個
性
的
で
魅
力
あ
る
主
人
公

を
、
作
者
は
作
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本

書
は
主
に
5
作
品
の
短
編
集
で
、
冒
頭
の
ひ

と
つ
が
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
で
主
人
公
が

繰
り
広
げ
る
発
想
（
あ
え
て
推
理
と

は
表
現
し
ま
せ
ん
）
は
極
め
て
個
性

的
で
、
魅
力
も
抜
群
。
お
読
み
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
作
品
で
は
な
く
主
人
公

に
点
数
を
つ
け
て
ほ
し
い
一
冊
だ
。

（
佐
藤
環
樹

北
海
道
本
部
）

天
才
少
女
に
、あ
な
た
の
採
点
は
？

「
地
雷
グ
リ
コ
」

青
崎
有
吾

角川書店
1，925円

【表3】庁舎内にあったら便利だと思うサービス
（単位：人）

学童

12（17．4％）

24（15．9）

5（6．0％）

13（7．7％）

54（11．4％）

病児保育

22（31．9％）

24（15．9）

34（41．0％）

13（7．7％）

93（19．7％）

一時保育

8（11．6％）

19（12．6％）

7（11．6％）

24（14．2）

58（12．3％）

常時保育

21（30．4％）

63（41．7％）

34（41．0％）

106（62．7％）

224（47．5％）

女

男

女

男

合計

子ども
あり

子ども
なし

※一部抜粋

2
0
2
4
現
業
・
公
企
第
２
次
統
一
闘
争

基準日：10月18日（金）

自
治
体
現
場
力
に
よ
る

質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立

笑
顔
が
集
う
地
域
を
め
ざ
し
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